
ら自身のペースで全体的な進展を遂げるこ   

とを可能にするために開発されたものであ   

る。  

・時間と資渡は非常によく宿用されている。  

職員は自分自身のタイムテーブルを作成し   

ており、晋を見たり、雪を経験したりとい  

った学習の機会が生じたときには柔軟に対  

応することができる。  

・非常によく開発された評価システムによっ  

て、子どもたちの達成状況、次の段階へ謹  

むために必要な事柄が明確に示される。  

・子どもたちは粘り強さをもち、課題を的確  

にやり遂げることができる。さらに達成感  

や計尊心を示す。彼らは、逓んだり作業し  

たりしながら、彼らのつくった模型や絵画  

について準したり、家庭や家族の出来事に  

ついて好んでよく話したりする。  

・食事とおやつの時間は、リラックスした家  

庭的なスタイルである。テーブルがきれい   

にセットされており、子どもたちは揚をわ   

きまえることを感じとることができる。子   

どもたちは、きちんと自信をもって行動し、  

友達や職員との会話や食べ物を楽しむ。  

■子どもたちは話すことや聞くことといった  

重要なリテラシースキルの発達を促すよう   

にデザインされた精勤に参加することで、  

有能な話し手や聞き手になる。学齢に近づ   

くか、レディネスを示したときには、文字  

の音や試みのスキルの前段階を導入するよ   

うな、より構造化された授業に参加する。   

子どもたちは、ごっこ遊びやトピックワー  

ク（bpicwork）においてさまざまな目的   

のために書く。また、本やお帯を日課の一  

部として楽しんでいる。  

・数学的なスキルや概念は、自由遊びにおい   

て並べ替えたり順序付けしたりするような  

数学的な道具を用いることで発達する。パ   

ズルや組み立てキットによって、形や空間   

の概念が面白く意味ある方法で導入され   

る。問題解決や初歩の計算スキルを導入す   

るのに、コップや果物やビスケットを配る   

お手伝いなどの目許が利用される。砂、水   

やその他の物質を用いて、重さや軋定の概   

念を探求する槻会が提供される。  

・家庭用の道具や、CDプレイヤー、デジタ   

ルカメラ、電気のおもちゃなどのテクノロ   

ジーを用いたごっこ遊びといった、トピッ  

クや毎日の活動を通して、現実世界に関す   
る知識や理解の発達が促される。さまざま   

なプログラムをやり遂げるスキルが発達す   

るのに伴い、子どもたちは基本的な情報テ   

クノワジースキルに堪能になり、マウスや   

キーボードを使用することができるように   

なる。  

・動物病院の看護士のような閲への訪問者が   

あるときは、彼らのスキルや動物と共にど   

のように働いているかを子どもたちに見せ   

る。  

・子どもたちは庭で見つけた虫や自然物を調  

べるために虫メガネを使うことができる。  

・子どもたちは保護者と夏に動物園への遠足   

を楽しみ、その行事を患い出すために写真   

を見ることができる。  

・園庭に備え付けられた大きな道具は外遊び   

で自由に使用することができ、身体的発達   

が促される。キャッチしたり投げたりする   

スキルを促す小さな遊具や、乗ったり換縦   

したりすることができる車輪っきのおもち   

やもある。  

・子どもたちは、さまざまな道具を用いるこ   

とで微細な筋肉を発達させる。また、食器   

や調理用具も使用することができる  

・美術と工作の活動のプログラムにおいて、   

色を混ぜることや異なるメディアが導入さ   

れ、創造性の発達が促される。事前に決定   

された目棲なしに、描いたり、印刷したり、   

占ラージュをしたりすることができ、創造   
を通して自分自身を表現することができ   

る。  

・音楽は日課の一部であり、歌や楽器の演奏   



発達に関する知識に基づく現実的な期待の   

結果であり、・他の模範となるものである。  

・保護者やcaごerとのパートナーシップは傑  

出している。  

・固は保護者や8a∫erとの良好な関係を育成   

するために努力している。入園の際に詳細   

情報が聴取され、頻繁に更新されるため、   

職長は子ギもに影響を与えるすべての関連   

情報と変化について把握Lている。  

・保護者に射し、・園生括のすべての側面に   

ついて多様な方法で通知がなされる；学   

校案内、定期的に発行されるニュースレ   

ター、各教室に備え付けられた掲示板等。  

・保護者は、子どもたちの発達の記録を見る   

ことができ、子どもたちの成長や関心事に   

ついて、担任（ky worke柑）と萌し合う   

ことができる。これは、日常的にインフォ   

ーマルになされるだけでなく、オープンセ   

ッション中にも設定される。オープンセッ   

ションでは、すべての保護者とcarerが圃   

に招待され、活動に参加してみることがで   

きる。  

，子どもたちは日誌を家に持ち帰る；保護者   

はコメントや情報を付け加えることがで   

き、担任と家庭との接点として利用されて   

いる。  

・子どもたちの精神、モラル、●社会性、文化  

の発達が促進されている。  

・子どもたちは自立することと助け合うこと   

を学んでいる。子どもたちは自分自身の文   

化や他の文化をトピックや日常の活動を通   

して学ぶ。子どもたちは行為の結果や人々   

がどのように感じるかを考える。子どもた   

ちは、子ども同士、また周囲の大人とあた   

たかく、友好的な関係を築いている。  

が行われる。特に天気が春く外で遊ぶこと  

ができないときは、括動的な音楽と動きの  

セッションが行われる。  

0子どもたちの積極的な参加への扶助：  

餌btanding  

・子どもの個別のニーズがよく把返されてお   

り、子どもが最も興味を持っていることを   

念頭に置いて保育がなされている。たとえ   

ば、好きな学習のスタイル、遊び、食事と   

睡眠のパターン、お気に入りのお許や活動   

など。子どもの個別のニーズは、すべての   

時間において考慮される。個即化された保   

育は、保護者との定期的な話し合いや、子   

どもを観察することによって達成されてい   

る。  

・すべての子どもたちへの統合保育がなされ   

ており、さらなる援助が必要な子どもたち   

に対して、彼らが園の即決のすペての側面   

に触れ、最大限の進歩を遂げることができ   

るよう、きめ細かい援助がなされている。   

必要なときには外部の専門家からの援助や   

指導が行われる。保護者は情報を受け取り、   

職員と親密に協働することが保証されてい   

る。  

・各教室は異なる鳥にちなんで名づけられ、   

それがやわらかいおもちゃであらわされて   

いるため、子どもたちは囲でのアイ≠ンテ   

ィティの感覚を発達させることができる。   
子どもたちはその鳥を家に持って帰り、た   

とえば休日にどこに行ってきたかを報告す   

る。これは、ポピュラーな活動であり、子   

どもたちが園の生活に貢献していると感じ   

たり、家庭と園には重要で楽しいつながり   

があるということを実感したりするのを助   

ける。  

・家庭的なスタイルの集団において仲間や保   

育者との良好な関係を発達させることがで   

きる。子どもたちの行動は、職員のポジテ   

ィブで明確なマネージメントと、子どもの  

○組撒：outぬnding  

・職長は、園で働く適性があることを確認す   

るために必要なすべてのチェックを受けて   

いる。厳し．い検査を受けていない職員やボ  
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ランティアが、監督なしで子どもたちに摸   

することはないことが保証されている。職   

長チーム内には非常に高いレベルの資格が   

存在し、トレーニングに参加している職員   

はよく支援されている。  

・担任は、子どもたちの日々の福祉について   

責任を持ち、発達の記簸をつけ、保護者と   

連絡を取っている。職員と子どもの都合は、   

すべての子どもたち個々に注意を払うこと   

を保証するために必要とされる最小の値を   

超えている。  

・部屋には高品質の家具と備品が備え付けら   

れており、子どもたちに変化にとんだ面白   

い一目を提供するのに空間が上手に利用さ   

れている。たとえば、子どもたちは教塞で   

小グループで作業したり、上の階へ行って   

恵から鳥を観察したり、変わりゆく季節を   

経験したり新鮮な空気を味わうために外で   

遊んだりする。  

・すべての書類は所定の位置に保管され、細   

心の注意が払われて高水準に保たれてい   

る。園は、同じ経営者の下に設立されたグ   

ループの一点であるため、方針や手続きに   

ついてのよい実践がグループ内のすべての   

保育者間で共有されている。  

・すべての書類は、正面玄関の近くの中央オ   

フィスに保管され、機密が保たれている。   

職長は必要な書類を手に入れることがで   

き、進行中の日々の記録は教室に保持され   

ている。  

・リーダーシップとマネージメントは傑出し  

ている。  

・園には、個々の子どもたちの発達と達成に   

焦点を当てた明確なビジョンと理念が存在   

する。職員は、モチベーションが高く、熱   

心である；彼らはアイディアを持ちより、   

実践にポジティプな影響を与えている。職   

員は自分の価値を実感しており、チームと   

してよく働き、高い水準の保育と教育を提   

供するた捌こ最大限の努力をしている。  

・職旦は、事務仕事を完成し、記録を最新の  

ものにしておくための時間が与えられてい  

る。  

・毎週、マネージャーの会議では、ルームリ   

ーダーにその遇の活動やニュースが手短に   

伝えられ、職負は定期的に全件で集まり、   

必要なときには小さなチームで集まる。  

・職員は、室内外の環境を、子どもたちの作   

品で明るくカラフルに飾り付けしているこ   

とに誇りを持っている。  

・監査と評価の継続的なシステムが存在し、   

活動がうまくいっているかどうかを判断す   

るための話し合いが行われる。将来の計画   

に情報を濃供するプロセスである。職員の   

専門性向上のためのニーズは、定期的な評   

価を通して取り組まれる。そのプロセスに   

職員は十分に関わり、破らの観点が検討さ   

れ評価される。職眉は園のすべての側面や   

日々の経営について意見を求められる。ま   

た、0臨tedの自己評価フォームを完成さ   

せ、彼らの観点について話し合う機会を持   

つ。  

・マネージャーは、トレーニングが最近の動   

向や発展に遅れないための方浜であり、最   

大限可能な保育と教育を提供するための規   

範を育てる方放であるという強固な情念を   

持っており、このビジョンに取り組むため   

の十分な支援をオーナーから受けている。  

・職長は頻繁にトレーニングデイやコースに   

参加し、スタッフミーティングの際に知識   

を他の職長に伝達する。また、その知織を   

子どもの保育に役立てている。  

○過去の評価以来の改善点：適用なし  

0過去の評価以来の不十分な点  

・登録以来報告すべき不十分な点はないb  

・保護者からの苦情の記録については、保管  
することが求められる。   



◆ 将来の瑚善のためになすべきこと  

0保育の丈と水準  

・保育の質と水準は傑出しているため、改善  

することが推奨される点はない。  

0教育の質と水準  

・教育の質と水準は傑出しているため、改   

善することが推奨される点はない。   



③イギリスにおける第三者評価の実  

態に関するまとめと考轟   

◆ 第享者評価に対するイギリスの   

保育・幼児教育施設の対応の特  

封   



徴   

イギリスで訪問した5つの施設で  

共通にみられた第三者評価に対する  

対応は、国の基準カリヰユラムであ  

るFbndatioTIStageのすべての面に  

ついての一覧表を職員がいっでも見  

られるように、掲示版などに掲示  

していたことである。   

このことは日本でいえば、保育指  

針や幼稚園教育要領を表にして掲示  

しておくのと同じ意味である。この  

ことによって、国のFohdationStage  

の全体像がいっでも全職員によって  

共通理解されることになる。またこ  

うした表を掲示することで、全職員  

に理解できるように努力していると  

みなされ  

第三者評価においても、「幼児教育」  

の項目  

について評価が高くなるともいえる。   

またどの園でも、週案などが各クラスご  

とに掲示されていた。中には日々の活動を  

掲示している囲もあった。日本ではこうし  

た日々の指導計画は公表しないのが普通で  

ある。しかしイギリスでは、どの子に対し  

てどのような指導をしているのかを、保護  

者も含めて情報公開することが求められて  

いることがわかる。   

さらに、保育が終了してからどの子がど  

のような活動に取り組んでいたかを、チェ  

ックリスト表や個別記録表などに書き込ん  

でいた。これは日本でいえば、個人記録を  

毎日睾いていることに相当する。こうした  

活動への個別の取り組みをチェックするこ  

とで、個々の成長を判断していくという方  

紡がイギリスでは用いられていることがわ  

かった。またこうした記録がないと第三者  

評価が低くなるものと思われる。   

このように第三者評価されることにより  

どの施設においても、基準カリキュラム・  

計画・記録がいつでも連続性をもって展開  

されていることや、いっでも必要なときに  

それを公開することができるようにしてい  

ることが、現在のイギリスの保育・幼児教  
育施設を特徴づけてレ1るといえる。  

◆ 第三者評価において評価の高い保育・   

幼児教育施設の共通点   

イギリスで訪問した保育・幼児教育施設  

のうちで、第三者評価での最も高い評価で  

あるOut占tandingと判定されていた2つの  

Kindergardenには、次のような共通した  

特徴がみられた。なおこの2園は、いずれ  

も乳児から就学前までの乳幼児を保育して  

おり、日本での保育所と幼稚園が一体化し  

た総合施設であるといえる。   

第1は、環境的な質の高さと快適さが保  

障されていることである。園舎の周りは塀  

や木の柵などで仕切られており、安全性が  

確保されていた。また園舎内は落ち着いた  

色調であり、廊下も広々していてソファー  

や掲示板、植栽などが配置されていた。家  

具や教材は安全で高品質なものであり、保  

育室内に整理され、使いやすく配置されて  

いた。また子どもたちの作品や様々な絵や  

図が、廊下や保育室に見やすく掲げられて  

いた。年長児の保育室の絵や図には、単語  

が添えられており、文字と対応できるよう  

に配慮されていた。いずれの施設も家庭的  

な雰囲気が強く、いわゆる日本の学校のよ  

うな雰周気ではなかった。   

第2は、園長のリーダーシップの質の高  

さである。2園とも女性の園長であったが、  

性格は明るくて聡明であり、てきばきと職  

員に指示をだしていた。また職員の信頼が  

厚く、職員はそれぞれの役割を自覚し、細  

やかに保育を展開していた。保護者の倍額  

も得ていて、保護者と楽しそうに会話して  

いた。こうした園長のリーダーシップの質  

の高さは、日本においても期待されている  

が、乳児から幼児までを保育する総合施設   



いた。こうした運営ゐ仕方が、イギリスの第  

三者評価では、低く評価されている可能性が  

ある。   

第2に、家庭的な雰囲気と落ち着きが感じ  

られた背景には、子どもたちが無邪気に遊ぶ  

姿は少なくて、ゆったりと過ごしながら絵本  

を見たり、パズルをしたり、絵を播いたり、  

ゲームをするなどして過ごす姿が多く見られ  

た。   

子どもたちが水や泥などで韮ぶ姿は、低く  

評価されたセンターでしか見ることができな  

かった。そのセンターは、起伏のある広い園  

庭を有しており、子ともたちが隠れられる小  

屋や遊べる固定造兵がよく考えられて配置さ  

れていた。また水逆びのできる人工的な小川  

や、中庭には自由に遊べる大きな砂場が設置  

されていた。子どもたちは廊下を思い切り走  

り回り、日本の幼児たちと同じようにスーパ  

ーマンごっこをして遊んでいた。   

私たち缶間者は、このセ・ンターの韓境の方  

が日本の保育園や幼稚園の環境と類似してい  

る感じたが、このように遊びを展開しながら  

子どもたちが友だちとにぎやかに過ごす環境  

では評価が低くなされるのだろうか。今回の  

調査だけではこの点については明らかにでき  

なかった。   

第3に十日本と比べると集団活動が少ない  

ことである。どの園でもコーナーごとに課題  
意識をもって取り組む活動が設定してあり個  

別に関心のあ．る課題に取り組む姿が多く見ら  

れた。   

こうした姿はおそらくイギリスの保育では  

長年の伝統から来ているものなのであろう。  

第三者評価をするときには、判断の根拠とし  

てその国の一般的な保育のイメージが強く影  

響してくることがわかる。  

では、明るさとこまやかさと全ての年齢の  

子どもたちの発達を理解している聡明さが  

求められているといえよう。   

第3には、活動のリズムが動と静の調和が  

とれており、個々の活動が保障されているこ  

とである。この2園においては、各年齢の子  
どもたちの姿が落ち着いていて、訪問中にト  

ラブルは全く見られなかった。各コーナーは、  

子どもたちが取り組みやすいような準備がな  

されており、それぞれの関心に基づいて充実  

した活動を展開していた。   

こうした活動が展開されるためには、保育  

室の環境構成がよく考えられていることと、  

十分な教材や教具が備えられていることが求  

めている。さらにはそ・うした環境構成が行え  

る保育者の質の高さも求められる。   
こうしたことから、イギリスの第三者評価  

で高い評価を得るためには、物的・人的な質  

の高さが求められていることがわかる。  

◆ イギリスの総合施設における第三者評価  

の問題点   

われわれが訪問した5つの保育・幼児教育  

施設のうち、複合施設としての地域支援セン  

ターは第三者評価がSatisfac七ryと低かった。  

そこにはイギリスの評価における次のような  

問題点が浮かび上がってくる。   

第1に、Out占tandingと高く評価された2  

つの施設はいずれも70名前後の園児数で規  

模が大きくはなかった。そのために園長の日  

が行き届き、職員や園児に対する理解もでき  

ていたし、強いリーダーシップを発拝するこ  

ともできていた。   

それに対して地域支援センターは複合施設  

であり、保育所施設と幼稚園施設、さらには  

家庭支援施設や発達支援施設、研究所など、  

多様な施設が複合的に配置されていて規模が  

大きいために、いわゆる家庭的な雰囲気より  

も大きな学校か施設という雰囲気が強かった。  

またセンターではそれぞれの施設の責任者が  

リーダー性を有していて、合議的に運営して  

（2）評価システムに関する提案  

①自己評価を基盤とする評価システム   

保育は、子どもの実態把握に始まり、計画・   



実践・省察、評価の繰り返しであり、このプ  

ロセスを通して保育の改善が図られ、質が高  

まっていくことに繋がる。保育は、子どもと  

保育者、保護者等保育に関わる者の相互作用  

を通して創造していく営みである。一人ひと  

り¢職員の力量・資質が問われ、その職員の  

力が結集することにより、組織としての質が  

高まると考えられる。   

囲5で示すように、「P18n－Do－Cム¢Ck－Act」  

を日常的な保育実践を通して継続することが  

保育の質の向上と、就学前の保育・教育を担  

う施設の組織力を強化していくために必須の  

もものと言える。その際、個々の自己評価と  

施設内だけの「Plan－Do－CheckT＾ct」ではなく、  

自己点検を外部評価に繋げていくことが重要  

である。補章でも示されるように、 自己評  

価は、保育実践を自ら、主体的に振り返ると  

いう大きな意義がある一方で、問題が存在し  

ていても認識できず、見逃してしまう、ある  

いは問題の存在は意識しても、解決に向けて  

責任の追求や人間関係の対立等を恐れて、形  

式的な評価になり、徹底した対応を避ける傾  

向等の課題がある。   

従って、評価は、自己評価・自己点検と外  

部評価の適切な循率が何よりも必要な要件  

である。本研究において提示する、諷定こど   

も園等幼保合同保育実施施設における評価   

システムは、図6に示すように、r自己評価   

を基盤とする自己変容を視野に入れた評価  

基準・評価システム」である。施設内で一人  

ひとりの保育者・給食担当者等職員と施設長   

による自己評価を基盤とし、外部評価につな   

げるシステム‾Pある。自己評価を行う際、園   

内研修の場を活用して、自らの保育実践や取   

り組み等について、同僚や施設長、ときには、   

研究者等外部の専門家等も交えて、語り合う   

ことの重要性が本調査により明らかとなっ   

た。また、評価を継続し、質の向上に向けて   

改善を横み重ねていくために、1年を3期  

－（施設や職員の状況により、2期に変更する  

等柔軟に対応）に分け、それぞれの常軌こ向  

けて取り組み二自己変容していくことを尊重   

したシステムとした。  

施設長は、園内研修に適宜参加しつつ、  

一人ひとりの職旦の自己評価を総合的に判  

断し、圃としての評価を行うこととなる。こ   

こでも、園内において、施設長と職員とが、  

評価基準という共通の事項を、保育実践等具  

体的な取り組みを通して、省蕪し、理解しあ   

うことが重要である。このやりとりを通して、  

施設の理念や保育目棟と日常の保育実践と   

が繋がり、職員一人ひとりが、施設という組  

織体の一員としての認識が強化されると考   

える。   

本研究の対象である。認定こども園等幼保  

合同保育施設において、既存の保育所・幼稚  

園以上に、組織としての力量を高めていくこ  

とが求められる。これは、言うまでもなく、  

ニ元体制のもとで、子育て支援が必須の機能  

となる等多様性・柔軟性を求められる施設に  

とって、今までの保育所・幼稚園で積み上げ  

てきた文化をもちつつ、両者のメリットを活  

かし、新たな施設を構築していくためには、  

施設長のリーダー湿布のもと、職員一人ひと  

りが、組織体を構成する一員として、人間性、  

専門性を高め、組織としての力利用を高める  

ためには、具体的な二晩り組みが必要である。  

そのための有効な方浜の一つが、本研究が提  

示する評価基準と評価システムである。   

図7で示すように、園内研修を活用しての  

自己評価が、外部評価、公表へと繋がり、評  

価が客観的に、かつ、具体性をもって利用者  

や地域住民等に施設の情報として捷供される  

ことの意義は大きい。   

ここでは、外部評価を「自己評価の適切性  

を客観的に評価するもの、すなわち、」と定義  

し、第三者評価を包含するものとする。外部  

．評価で重要なことは、「当事者性（日頃から  

その施設のことをよく理解しているというこ  

と）・専門性（子どもの育ち、保育、子育て  

－47－  
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本研究の成果として、資料6に示すように、  

「保育の実の向上にむけて…自己評価①＜  

保育者編＞②＜施設長瀾＞③く給食個当者  

ヰ＞を策定した。それぞれの冊子には、「＜  

評価の目的＞＜本冊子の構成＞＜自己評価  

をするにあたって＞」が記載されている。2  

年間の本研究の結果、評価基準が確定した。  

・本研究での検討から、評価基準は、「改善  

への観点Jとしてとらえる。  

・最低限嘩障されるべき内容⊥基本的な項目  

と囲独自の良さを引き出す内容一時徴・個性  

に関するも．のとで構成される。  

・寓定こども園等幼保合同保育施設の機能の  

多様性・綺合性・柔軟性を重視する。  

・調査の結果を活かし、全体構成が就学前  

の保育・教育の基本である環境を通して行う  

保育の実践－さまざまな保育への保育者の援  

助のあり方－それらを支える運営管理という  

位置付けとなっている。   

前述したように、評価の基本である一人ひ  

とりの職員が、自ら、主体的に取り組む姿勢  

や実践を省察し二 自己覚知のもとに、課題を  

明確化するために、評価は6段階とした。数  

値化することの阻難な保育・教育に関わる内  

容、運営管理に関して6段階をどのようにさ  

だめるかについて、多様な角度から検討した・  

結果、以下のような結論とした。   

評価は、できていないこと、問題探しが目  

的ではない。また、評価により意欲が向上す  

ることが目的であることからも rできている  

（すべて・よく・かなり・まあまあ・少しは  

－100・80・60・40・20％）・できていない（0％）」  

という考え方とした。前述の自己評価の冊子  

には以下のように6段階を説明している。（保  

育者編について示す）  

保育者  

1 現在、全く取り組んでいないもしくは全  

く意識していない状況を示しています。  

2 まだ十分ではないが、意識して取り組ん  

でいるあるいは取り組みはじめた状況を示し   

支援等への理解を持っていること）・継続性  

（長期的な見通しをもって、絶えず改善を重  

ねていくということ）」である。こうした、  

自己評価と外部評価は、一回で完結するので  

はなく、循幕性が求められ、保育に関わる施  

設長や職員の意欲の向上を促進し、また、公  

表により、利用者はじめ様々な人との関係の  

広がりと深まりにより、保育・教育を提供す  

る側、受ける側という関係から、相互性のあ  

る、参画型の保育を構築していくことに繋げ  

ていくことが必要である。   

評価結果は、他者・他囲との比較が目的で  

はなく、保育者、施設長の自己変容・成長に  

主眼をおき、単純なランクづけにならないよ  

うにし、「子どもの最善の利益を第一義」に  

した質の確保された保育・子育て支援を行っ  

ていくための、評価のシステム、公表が必須  

である。公表にあたっては、保育所等で実施  

されている第三者評価や、本箱で検討したイ  

ギリスの0蝕edにおいても、a，b，C等の  

段階的評価が示されている。このような公表  

は、わかりやすいというメリットはあるが、  

保育・教育という営みを数値化することの難  

しさは言うまでもないことである。   

そこで、本研究では、自己評価と外部評価  

を実査しするプロセスでは、1年間を畠期（原  

則）に分け、6段階で評価する等、きめ細や  

かな評価をするが、公安は、r評価の結果」  

で示すように、その施設のよさ、独自性を中  

心とした「特徴」、より質を高めていくため  

の「課題」、「綽合所見」、「固からのコメ  

ント」で構成され、より具体的な記述にする  

ものを提言する。   

Of岳tedのホームページで公表された内容を  

繹介したように、それぞれの施設の状況が具  

体的にイメージできるようにすることで、利  

用者の選択に資するということと、更なる質  

の向上をめざすという評価の目的に合致する  

ものとなるであろう。  

②評価基準とその構成等について  



ています。  

3 努力して取り組み、具俸的な一瓢題や成果  

が見えはじめた状況を示しています。  

4 かなり努力して取り組み、子どもの姿な  

どを通して常に課題や成果を認識している状  

況を示しています。  

5 同僚との話し合いや見直しなどにより常  

に課題を明確に把握して、自信を持って取り  

組んでいると言える状況を示しています。  

6 完璧に行っており、全く問題はない状況  

を示しています。   

資料7には、3期に分けて評価していく際  

の具体的な方法を示している。一期は黒、二  

期は青、三期は赤と色分けし、各事項をライ  

ンでつなぐことによって、私の保育・取り組  

みの全体像と変化が視覚的にとらえること  

を可能にする。   

今後は、パソコンを活用するなど業務の効  

率化を図り、前述した同僚等との言古し合いに  

時間をかけるようにしたいと考える。   

本研究で提示したものは、認定こども園等  

幼保合同保育実施国に必要とされる事項を  

包含している。それぞれが、項目の選択、評  

価時期、方法等工夫しながら取り組むことが  

望まれる。  

た評価基準ガイドラインを示すことにより、  

保育・教育内容が適切に評価・点検され、保  

育・教育内容の質の確保及び向上に資するこ  

とに繋がる。先行して実施されている保育所  

等の第三者評価、幼稚園における自己評価、  

Ofstedの評価美顔等からの学びを生かして、  

法的に定められているから取り組むのではな  

く、今までにない、 新たな施設を「乳幼児の  

最善の利益を第一義」した構築していくため  

に、また、幼保の枠を超えた共通するシステ  

ムを構築していくために、本研究の評価基  

準・評価システムを今後、実践を通して改善  

していくことが求められる。   

巻頭で石井哲夫先生が「まず子どもの未来  

を考え、当然ながら前方視野に基づく評価で  

あって欲しい。」と述べられているが、その  

実現に向けて、評価基準そのもの、システム  

の更なる検討を継続すること、評価機関、評  

価者の質の確保、また、施設長のマネージメ  

ントカ等検討課題が山積している。未来に向  

けて、前向きな評価は、取り組んでいて楽し  

くなるものである。子どもと共にする生汚、  

仲間や保護者等と共に語ること、実践者と研  

究者が共に考えあうことを楽しみながら、検  

討深層に取り組んでいきたい。  
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